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No.2535C CNo.2536/2537

解
繊

脱
水

　本機は紙及びパルプの温度上昇、繊維切断等により試料に悪影
響を与えることなく、解繊を風乾状態のまま効率的に処理し綿状の
離解片にします。その構造は、高速回転する円盤上に固定された突
起及びケーシング内側の鋸歯状態の間で破砕及び衝撃作用により
綿状に離解されるのです。

　本機はウェットパルプ（OD20 ～ 30％）等を迅速に綿状に解繊す
る目的に開発された機械です。その構造は、原料をホッパーより高
速回転する特殊型撹拌羽根に投ずることにより、破砕作用を受け、
瞬間的に解繊され、下方に排出されます。ウェット、ドライパルプ共
に解繊でき、比較的粒が残りにくい機械です。また、試料槽の取り
外しができるので収率測定も可能です。

　本機は試料を遠心力により脱水させる目的で製作されたもので
す。本体接液部はすべて SUS-304 のステンレス製で、バスケットは
完全にバランス調整されて振動も少なく、運転音は大変静かです。
軸受ベアリングは無給油式を使用しており、保守もいたって簡単
で、ブレーキはレバーを引くだけで作動します。

<用途 >
1.  ビーター及びマシンストックの濃度測定　
2.  叩解度測定及び白水中の繊維測定のための濃度調整試料の
準備

解 繊 円 盤
モ ー タ
参 考 規 格
電 　 　 源
外 形 寸 法
重 　 　 量

φ300ｍｍ
100/110V 0.4kW 
TAPPI T-430　において使用する装置
100/110V 50/60Hz 9A
450×400×1160mm　
110kg

モ ー タ
電 　 　 源
外 形 寸 法
重 　 　 量

100/110V 0.2kW 無段変速機付　
100/110V 50/60Hz 5A
270×530×1160mm　
60kg

パルプスラリーを短時間に脱水させる目的に使用されます。構造
は独自の懸垂装置により回転中のアンバランスを完全に吸収して
いるので、回転中の音も静かで、ブレーキの使用により停止は速や
かに行います。

バスケット寸法

接 液 部 材 質
オ プ シ ョ ン

電 　 　 源
外 形 寸 法

　内径　　　深さ　   容量　　回転数　    モータ
A 240mm    140mm　  3L　　3000rpm　  0.4kW
B 300mm     160mm      4.5L 　3000rpm　  0.75kW
C 405mm　 200mm     12L　  2000rpm　  1.5kW
D 455mm　 210mm     15L　  1800rpm　  1.5kW
SUS-304、ステンレス鋼
濾布
インバータによる回転調節もできます
3相　200/220V　50/60Hz 
A 550× 710×570mm      重量 78kg
B 620× 850×610mm      重量 100kg
C 830×1100×610mm     重量 250kg
D 830×1100×610mm     重量 270kg

バスケット寸法
最 高 回 転 数
モ ー タ
オ プ シ ョ ン
電 　 　 源
外 形 寸 法
重 　 　 量

内径 150mm 深さ 80mm　
3,000rpm
100/110V 0.1kW　
濾布　
100/110V 50/60Hz 4A
470×470×560mm　
30kg

No.2535-Ⅰ  |  パルプ解繊機 No.2536  |  パルプ遠心脱水機（固定型）

No.2537  |  大型遠心脱水機（三脚懸垂式）
No.2535-Ⅱ  |  ウェットパルプ解繊機


